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南部地区社会福祉協議会 



第５次南部地区地域福祉活動計画（案） 

福 祉 目 標 

第４次福祉計画と同様に 

 「誰もが活きいきと暮らせ多彩でうるおいに満ち共に創り共に助け合う」 

と設定し、南部地区の地域福祉活動に取り組む。 

２．地区地域福祉活動計画の重点項目 

 南部地区社会福祉協議会が取り組むべき重点目標を次のとおりまとめた。 

 ■福祉情報等提供活動の推進 

   ・地区社協広報誌の発行 

 ■福祉（課題）を知り、学習し、話し合いの場づくりの推進 

   ・住民の声を集約、整理する仕組みの構築（座談会の開催） 

   ・子ども民生委員活動への協力・支援（福祉や地域に関心のある地域づくりへ） 

 ■要援護者の把握と支援活動の推進 

   ・自治会長や民生委員と協議し見守り活動推進員による見守りネットワークの体

制づくリ 

（気づく、つなぐ、つなげる活動の実践） 

（困りごとがつぶやける、解決や安心につながるしくみ） 

 ■地域住民参加による地域福祉活動の推進 

   地域住民の参加を幅広く呼び掛け、参加できる機会を作る 

（多世代が関われる機会、まつり等の実施、担い手が増えるよう声かけ、居場

所づくり） 

 ■地域ささえあい活動の推進 

   ・ふれあい・いきいきサロン活動の充実・お互いのサロン情報交換 

   ・高齢者等の生きがい、生活支援活動（外出支援バスの活用・買い物支援の検

討等） 

   ・介護予防の事業の充実（ハイキング・体操） 

   ・日頃からできる近所の助け合い運動（見守り、声かけ、ゴミ出しなど） 

   ・ふれあい会食会、交流会等事業（三世代交流行事へ協力） 

   ・小地域ケア会議の実施 

    （地区支え合い会議の開催：地域全体で支える仕組みづくり）                  

■子育て支援・児童福祉活動の推進 

 ・三世代交流事業への協力 

 ・こどもの安全活動への協力 

■安心安全な地域づくりの活動 



 ・地区防犯活動の協力支援 

 ・地区自主防災組織活動への協力 

 ・あいさつ運動（地区連帯意識の強化） 

■住民主体の組織体制の確立 

 ・見守り活動ネットワーク事業のしくみづくりの検討 

■地区社協活動財源の確立 

 

３．地区地域福祉活動年次計画書 

★南部地区の福祉課題、福祉目標及び重点目標に基づき南部地区の今後の 5

か年の 

推進計画を別紙のとおり策定した。 

 

４．南部地区地域福祉計画の推進点検について 

★この計画の進捗状況については地区地域福祉活動計画推進会で毎年点検す

るとともに見直しをする。 

 

 

 
 

 



位置づけ

検討 実施 実施 実施

・地区社協広報誌の発行 継続

・住民の声を集約、整理する仕組みの構築 継続

（ふくしのまちづくり座談会の開催）

・民生委員との連携強化、各種団体との協働化促進 継続・強化

・子ども民生委員活動への協力・支援　 新規

（福祉や地域に関心のある地域づくりへ）

活 検討 実施

・見守り活動ネットワークの検討、見守りの強化、推進 新規

　（気づく、つなぐ、つなげる活動の実践）
　（困りごとがつぶやける、解決や安心につながる）

・サロンや、ボランティア活動への参加促進 継続

（担い手の育成）

動 ・地域福祉の推進（多世代が関われる機会、まつり、居場所づくり等） 継続

継続・強化

・ふれあい・いきいきサロン活動の充実 検討 実施 実施 実施

　（サロン活動を周知し、登録グループがふえるよう検討） 新規

・高齢者等の生きがい、外出の機会づくり（外出支援事業） 継続

・介護予防事業の充実（ハイキング、体操） 継続

・近所の助け合い活動（見守り、ちょっとした手伝い） 継続

　（届いた郵便物を一緒に読む、ゴミ出しの声かけ） 検討 実施

・小地域ケア会議の実施 新規

　（地区支え合い会議の開催：地域全体で支える仕組み）

第　5　次　南　部　地　区　地　域　福　祉　活　動　計　画　年　次　計　画 

福祉目標 誰もが活きいきと暮らせ多彩でうるおいに満ち共に創り共に助け合う

分類 基　本　目　標
令和10年度 令和11年度

推　　　進　　　方　　　策（具体的活動）

5.　地域ささえあい
　　活動の推進

1．福祉情報等提供活動の推進

令和9年度実　　　　施　　　　計　　　　画 令和7年度 令和8年度

2.　福祉（課題）を知り、
　　学習し、話し合いの
　　場づくりの推進

3.　要援護者の把握と
　　支援活動の推進

4.　地域住民参加による
　　地域福祉活動の推進



位置づけ
分類 基　本　目　標

令和10年度 令和11年度

推　　　進　　　方　　　策（具体的活動）
令和9年度実　　　　施　　　　計　　　　画 令和7年度 令和8年度

・ふれあい会食会・交流会等事業 継続

検討 実施 実施 実施

・生活支援システムの検討（お買物支援ニーズの把握等）

活
・三世代交流事業 継続

（地域の子どもを中心に多世代が集まる機会）

・学校（保育所、幼稚園、小学校）との連携 継続

動 ・こどもの安全活動への協力 継続

・地区防犯活動への協力支援 継続

・地区自主防災組織活動への協力 継続

・あいさつ運動（地区連帯意識の強化） 継続

検討 設置 設置 設置 実施
組 ・見守り活動ネットワークの仕組みづくりの検討 新規

織 ・役員会など、話し合いの場づくりの検討 継続

財 ・自治会組織の強化（未加入世帯の社協会員加入促進）
継続・強化

政 ・赤い羽根共同募金活動、歳末助け合い募金の推進協力

新規

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　住民主体の組織体制
　の確立

6.　子育て支援・児童福祉
　　活動の推進

　地区社協活動財源
　の確立

７.　安心安全な
　　地域づくり活動



南部地区の自慢  【コ ラ ム】     

 

 ★多世代で交流 善通寺まつり 公民館まつりなど★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

  

 

 

★安心安全な地域づくり活動★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●連合自治会を中心に各種団体の協力と連携の

もと自主防犯活動、特に子どもたちの登下校時の

安全パトロールに取り組んでいます。 

（写真は子どもたちと各種団体の対面式の様子） 

●多世代が楽しみにしているお祭り。 

善通寺まつりや世代交流夏祭り、秋には公

民館まつりと、公民館を中心に、たくさんの

子どもたちや住民の方々が集まり交流の

機会になっています。 

地域の各種団体やみなさんが協力のも

と、開催できる行事のひとつです。 



 

 

  

 

 

 

 

★会食会事業★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★サロン代表者会★ 

 
 

●年 1回行われている、ひ

とり暮らし高齢者（75歳以

上）ふれあい旅行 

 この日を楽しみにしてい

る方も多く、近所の方も一

緒に、楽しい時間を過ごす

機会となっています。 

← 

●サロンの代表者が集ま

り、情報交換の場になって

います。 

外出支援バスの話や、日

頃サロンでやっている活

動や、代表者同志で情報

交換・・・支える場を作る

人たちも支えあえる関係

が必要ですね。 

●子ども民生委員活動 

小学生を 1日民生委員に委

嘱。民生委員さんと一緒に

見守り活動として、訪問する

活動です。 


